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1．はじめに













































































































































































　児童は第 2次での学習をモデルとし、第 3次の学習を進めて行った。第 3次では、第 1次
で選んだ人物が同じだった友達とグループになり、グループで学習を進めて行けるようにし
た。目的意識を共有でき、児童の間に学び合いが生じると考えたからである。
　1時間目は、選んだ人物の伝記を読み、漢字の読みや言葉の意味を確認した。その後、「百
年後のふるさとを守る」での学習を生かして、人物の言動や考えには赤線を、筆者の考えに
は青線を引くよう指示した。グループ内で教え合う姿も見られた。
　2時間目は、伝記を読んでの感想を書いた。その際、書き出しを示した手引きを与えた。（【資
料 6】参照）　児童は手引きを参考に感想を書き、グループ内で伝え合った。
　3時間目は、伝記を読んで心に残ったことばを短冊に書き、紹介した。第 2次のときと同
じように手引きを与え、短冊に書くことの視点を与えた。（【資料7】参照）　短冊の裏には、「私
もマザー・テレサさんのようにやさしく人々の命を助けたいです。」や、「ガリレオさんは私
と比べてちがうと思う。それは、だれに何を言われても自分が思っていることをあきらめな
いところです。」というような人物から感銘を受けたことや、自分の生き方と伝記に描かれ
た人物の生き方を比較しての感想などが書かれていた。友達の紹介を聞き、ノートに感想を
書いた。友達の紹介を聞いてどのようなことをした人物なのかがわかった、その人物の伝記
を読んでみたいといったことが書かれていた。
【資料 6　書き出しの手引】
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【資料 7　短冊に書くための手引②】
4．成果と課題
【成果】
○伝記を読み、友達と交流することを通して、自分の生き方を見つめ直し、考えを広げ深め
ることができた。
○進んで伝記を読む児童が増えてきた。友達の伝記の紹介を聞き、紹介された伝記を読書タ
イムや休み時間に読んでいる児童の姿をよく見かけるようになった。また、徳島県立図書
館の本の貸出記録を見ると、多くの児童が伝記を借りている。これは、学習を通して偉人
のすばらしい生き方に触れたり、自分の生き方を見つめ直したりできる伝記のよさに児童
が気付けたからであろう。
【課題】
○毎時間手引き等で、児童がことばに着目できるようにはしたが、短冊に書かせることはし
なかった。毎時間短冊にことばを書き留め、そのことばについて友達と交流したならば、「伝
記を読んで心に残ったことばを短冊に書き留め、友達に紹介する」という活動目標を児童
が常に意識しながら学習に取り組めただろう。
○友達の紹介を聞き、感想を述べ合う姿は見られたが、質問をする姿はあまり見られなかっ
た。「質問の手引き」についても用意することで、どのような質問をしたらよいかが明確
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になり、交流がより充実したものになったのではないかと思う。交流の充実が、自分の考
えのさらなる広がり、深まりにつながると考える。
5．おわりに
　これまで自己中心的な言動が目立った児童が、この単元を通して自分の生き方を見つめ、
「人のことも考えたい」と短冊に書いていた。その児童以外にも伝記に描かれた人物の生き
方に感銘を受けた者が何名もいる。今後の生活の中で、行動に結びつけていってほしい。
　冒頭でも述べたが、「ことば」には、力がある。困難に直面したとき、一つの「ことば」
がその困難を乗り越える力となるときがある。また身体に染みついたことばが、知らず知ら
ずのうちに力となっていることもあるだろう。伝記には、先の時代を力強く生きた偉人のこ
とばが詰まっている。それらのことばは、児童が心豊かに、また力強く生きていく糧になる
だろう。今後も進んで伝記を読み、心に残ったことばを短冊に書き留めていってほしい。そ
して、悩んだとき苦しいときには短冊を見返すことで、その困難を乗り越える力としてほし
い。
注
⑴　世羅博昭「“生きて働く国語の力”を育てるために」（『6年間の国語能力表を生かした
国語科の授業づくり』日本標準、平成 16 年、p.18）
（よしおか　たくや・上板町東光小学校）
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